
「大津町まちおこし大学」人づくり学部

自 境学自然環境学科「自然エネルギー講座Ⅱ」
“大津町を自然エネルギーの町にしよう！”

おおづ元気塾

平成２５年３月２３日

自然エネルギー買取制度（平成２４年７月１日運用）
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講座

第１回 小水力発電の可能性第１回 小水力発電の可能性

第２回 太陽光発電（ホンダソルテック パネル工場見学）

第３回 バイオマス環境学習グリーンロジスティクス社

第４回 バイオマス関連事業“おおづ森の守り人”間伐体験第４回 バイオマス関連事業 おおづ森の守り人 間伐体験

第５回 “水車の里おおづ”探訪
水車製作技術伝承者藤原清司 彦しゃん水車(大村 幸） “水車物語”中村和人水車製作技術伝承者藤原清司、彦しゃん水車(大村一幸）、 水車物語 中村和人

関連 まちおこし町民自然エネルギー講演会
講師 熊本県 水力発電 究会副会長 兼瀬哲治さん講師：熊本県小水力発電研究会副会長 兼瀬哲治さん
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第１回自然エネルギー講座 ８月１９日（日）
「大津町における小水力発電の可能性」

■大津町の現状

「大津町における小水力発電の可能性」

大津町の上井手、下井手、畑井手、矢護川、白川流域、立野上水取水場余剰水に

は発電可能性があります。大津町は水エネルギー資源が豊富、瀬田流域など町
内で調査が行われています。 町の自然エネルギー調査（経産省ＮＥＤＯ委託調
査）では小水力発電はコスト回収、慣行水利権の調整が難しいとされています。
畑井手、上井手の可能性の可能性について現地を調査し、継続調査が必要と訴、 、 続
えました。

熊 究■熊本県小水力発電研究会

熊本県の研究会では ２３年度南阿蘇村 土地改良区の協力を得て 農業用水路熊本県の研究会では、２３年度南阿蘇村、土地改良区の協力を得て、農業用水路

(井手）の白川への落水口(水利権の調整が容易）に発電機を設置する発電計画
がまとまり、２４年度事業会社が設立され、基本設計（8社の出資で基本設計800
万円を熊本県の補助金４００万円上限１/2補助） 詳細設計が行われました ２５万円を熊本県の補助金４００万円上限１/2補助）、詳細設計が行われました。２５
年度発電事業が着手されます。
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事例紹介① 南阿蘇発電計画
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事例紹介② 福岡県白糸の滝水車発電

• 福岡県糸島市白糸の滝 水車小屋(元精米用）
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福岡県糸島市白糸の滝 水車発電

九州大学開発（水車復元）• 九州大学開発（水車復元）

・既存精米用水車に発電機を設置し、0.4ｋｗ/ｈを発電に成功している。

水車軸(約１０回/分)に羽車を仕掛け、１段目はテンションを利かせたチェー水車軸(約１０回/分)に羽車を仕掛け、１段目はテンションを利かせたチ
ン、２、３、４段目はVベルトで増速し（１：２０のプーリー2段を使用400倍
の回転）、自動車用中古発電機を使用して発電（１２V)し、バッテリーに
充電し コンバーターで交流１００Vに変換し 使用している充電し、コンバ タ で交流１００Vに変換し、使用している。

←水車軸←水車軸
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「大津町”新”自然エネルギービジョンン」の提案

・小水力発電の検討小水力発電の検討

■森地区ふれあい広場マイクロ発電計画

森区と協力して螺旋型 イク 発電を園内滝に設置森区と協力して螺旋型マイクロ発電を園内滝に設置

し、屋外照明電源とする。

■水車物語大水車発電計画

「水車の里構想（伝統の木製水車の保全活用）」「水車の里構想（伝統の木製水車の保全活用）」

水車発電は屋内照明に利用し、環境学習に利用が

計画されています計画されています。

■畑井手落水口を活用した水力発電計画

可能性を調査（水量、季節変動、落差）検討する。

町と錦野土地改良区の協力を得て、地産地消エネ町と錦野土地改良区の協力を得て、地産地消エネ

ルギー開発を進めたい。 8



第２回自然エネルギー講座 平成２４年９月２日（日）

㈱ホンダソルテック社生産工場見学

太陽光発電パネル工場が町内（平川）に

あり 太陽光発電 渡部管 課長あり、太陽光発電について、渡部管理課長

からソーラーパネル発電について講演してからソーラーパネル発電について講演して

いただきました。
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第３回自然エネルギー講座 平成２４年１０月６日（土）

バイオマスエネルギー / リサイクル環境学習

グ ジ を 学 事業概• グリーンロジスティクス工場を見学し、事業概要、
資源物回収の現状の話を聞きました。

• 工場では、天ぷらの廃油からバイオディーゼル燃
料の精製を見学したり 使用済み発泡スチロ ル料の精製を見学したり、使用済み発泡スチロール
を回収融解し、インゴットを作製し、資源として北九
州の工場に出荷されていました州の工場に出荷されていました。

• 「大津町のバイオマス利用の可能性」講演大津町の イオ ス利用の可能性」講演
～生ごみについて～ 講師：九州バイオマスフォーラム 中坊 真さん
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第４回自然エネルギー講座 平成２４年１０月８日（月・祝）

バイオマス関連事業

• おおづ森の守り人体験• おおづ森の守り人体験
• おおづ森の守り人は、23年度まちおこし大学の自然環境学科のバイオ

マス研究チームから独立し、任意団体(平成24年3月24日発足）として活マス研究チ ムから独立し、任意団体(平成24年3月24日発足）として活
動しています。

演習用檜林で間伐の安全な作業方法などを演習用檜林で間伐の安全な作業方法などを
学習し、間伐作業を体験を通して、その重要
性について学習した性について学習した。
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第５回自然エネルギー講座 平成２４年１１月４日（日）

づ・「水車の里おおづ」探訪

“水車文化の保存 活用について”水車文化の保存、活用について

①水車製作技術伝承者 藤原清司さんにお話しを聞く。

②矢護川 彦しゃん水車見学 大村一幸さんから、関連
するお話を聞く。

③和喫茶“水車物語”見学中村和人さんのお話

大津町の水車文化を保全の重要性を認識しました。大津町の水車文化を保全の重要性を認識しました。
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町おこし大学の関連として

自 ギ 講まちおこし町民自然エネルギー講演会 開催

～水力発電によるまちおこし～

（講師：熊本県小水力発電研究会副会長 兼瀬哲治さん）

日時 ： ９月１５日１３時３０分より時 月 時 分より

場所 ： オークス ふれあいホール

旧清和村で砂防堰堤を利用した水力発電を実施し 年間旧清和村で砂防堰堤を利用した水力発電を実施し、年間
１,０００万円を売電する事例を紹介し、大津町の水力発電の
可能性についての講演会を実施しました。 約１００名の参
加がありました加がありました。
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講座を運営して

計画では風レンズ風車発電機講座や、エネ機
ルギー自給と資金計画講座を計画しました
が、諸般の事情で実施できませんでした。が、諸般の事情で実施できませんでした。
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御清聴ありがとうございました。御清聴ありがとう ざ ました。
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